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準備する 


撮って、見る 

デジタルスチルカメラ 
取扱説明書 

撮影に便利な機能 

DSC - W 190 

を使ラ 


再生に便利な機能 
を使ラ 

ィ LimiUMION n 

削除する 

お買い上げいただきありがとラございまず。 

A 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 

义災や人身事故になることびありまず。 

つないで楽しむ 

この取抜説明書には、事故を防ぐにゆの重碧なを意事項と製品の 
取り扱いかたを示していまず。この取扱説明書をよ<お読みのラ 
え、製品を安全にお使い<ださい。お読みになったあとは、いつ 
でち見5れるところに必ず保管してくだごい。 

カメラの設定を変 
える 

© 2009 Sony Corporation 



Cyber-shot 




lAwa まをのために 


50〜52ぺージも 
あわせてお読み < ださい。 


誤った使いかたをしたときに生じる感電や傷害 
など人へのを害、また火災などの財産への損害を 

未然に防止するため、なのことを必ずお守りくだ 
さい。 



r 安をのために J のま意事項を守る 


定巧的に点検ずる 


1 年に1度は、電源プラグ部とコンセントの間にほこり 
びたまっていないか、電源コードに傷びないか、故障し 
たまま使用していないか、などを点検してください。 


巧盾した6ほわない 


力;^ラや AG アダプター、バッテリーチャージャー 
などの動作びおかし<なった D 、破損していること 
に気びついたら、すぐにソニーの相談窓□へご相談 
<ださい。 


万一、男常び起定た6 


変な音.におし、がした 5 し〇電源を切る 
煙が出た弓 , © 電地をはずず 

I - 0ソ ニーの 相談窓口に 

運緒ずる 

裏表紙にソニーの相談窓□の連結巧があります。 


国^ 14 万一、電化の液漏れが起またら 


〇すぐに火気か 5 遠ざけてください。漏れたミ夜や 
気術こ引乂して発乂、破裂のおそれびあります。 
e 液が目に入った場合は、こす6ず、ずぐに水道水 
などされいな水で充分に洗ったあと、医師の治 
療を受けて < ださい。 

0液を□に入れたり、なめた場合は、ずぐに水道水 
で口を洗ミきし、医師に相談してください。 

〇液が身体や巧服についたとさは、水でよく洗い 
流してください。 


警告表示の意味 

この取扱説明書や製品では、次のよ 
ラな表示をしています。 

IA 危哟 

この表示のある事項を巧5ないと、 
極めて危険な状況び超こり、その結 
果大けびや死 t にいたる危害が発 
生します。 


A 警告 

この表示のある事項を守日ないと、 
思わめ危険な状況び超こり、その結 
果大けびや死 t にいたるち害が発 
生することびあります。 


[ A 注思 I 

この表ちのある事項を守らないと、思 
わめち険な状況び起こり、 

けびや財産に損害をちえることがあ 


ります。 


ミち意を促す記号 



A 

义災 

感電 

行為を禁止ずる記号 


0 

禁止 

分解禁止 


(!) 

めれ手禁止 


行為を指おする記号 

C 〇 

つラグをコン 指 W 

セントから巧く 

電池について 

安をのたゆにの文中の「電池」とは、 
r バッテリーパック」も含みます。 





















I おほいになる前にかずお読み < ださい 


表。言語 I しついて 

本磯では、日本語のみに対応しています。そ 
の他の言語には変更でさません。 

内蔵メモリーおよび"メモリースティッ 
クデュオ"のバックアップについて 

アクセスランプ点打中に電源を切った0、バッテ 

I 」一や"方モ1」ースティックデュオ"を取り出し 

たりすると、内蔵メモ I 」一のデータや"方モ1」一 

スティックデュオ"のデータび壊れることびあ 

ります。データな護のため必ずバックアッフを 

お取りください。 

録画•再生に際してのごミ主意 

• 必ず事前にためし撮りをして、正常に記録され 
ていることを確認して<ださい。 

• 本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません。 
「使巧上のご注意」わご覧ください (4 弓ページ)。 

• 本機をめらさないでください。水滴び内部に 
入り込むと、故障の原因になるだけでなく、修 
理でさなくなることもあります。 

• 日光および強い光に向けて本機を使用しない 
で<ださい。故障の原因にな0ます。 

• 強力な電波を出すところや放射線のある場所 
で使わないでください。正しく撮影-再生び 
でさないことびおります。 

• 砂やほこりの舞っている場所でのご使用は故 
障の原因にな0ます。 

• 結露び起さたときは、結露を取り除いてからお 
使い < ださい (49 ページ)。 

•本機に振動や衝撃を与えないで<ださい。誤 
作動したり、画像び記録でさな < なるだけでな 
く、記録メディアび使えなくなったり、撮影済 
みの画像データび壊れることがあ0ます。 

• フラッシュの表面の巧れは取0除いてくださ 
し1。発光による熱でフラッシュ表面の巧れび 
変色したり、貼り付いたりずると、充分に発光 
でさない場合びおります。 


液晶画面およびレンズについての 
ごを意 

• 液晶画面は有効画素99.弓弓％政上の非常に精密 
度の高い技術で作られていますび、黒い点び現 
れたり、白やホ、青、緑の点び消えないことがあ 
0ます。これは故障ではあ0ません。これら 
の点は記録されません。 

• バッテ IJ 一残量びな<なると、レンズび出たま 
ま動をび止まることびあ0ます。充電された 
バッテリーを取り付けて、再度電源を入れてく 
ださい。 

本機の温度について 

本機を連続して使用した場合、本体やバッテ1」一 
び温かくなることびありまずび、故障ではありま 
せん。 

温度保護機能について 

本機やバッテ U —の温度によっては、カメラを保 
護するために自動的に電源び切れることびあり 
ます。この場合は、電源び切れる前に画面にメッ 
セージび表示されます。 

画像の互換性について 

• 本機は、（社)電子情報技術産業協会 UEITA ) に 
て制定された統一規格 " Design rule for 
Camera File system " のび）にが応していま 
す。 

• 本機で撮影した画像の他機での再を、他機で撮 
影/修正した画像の本機での再生はイ呆証いたし 
ません。 

著作権について 

あなたび力方ラで撮影したをのは、個人として楽 
しむほかは、著作権法上、権利者に無断で使用で 
きません。なお、実演や興行、展示物などの中に 
は、個人として楽しむなどの目的びあってを、撮 
穀を制限している場合びありますのでご注意く 
ださい。 




電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規 
制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ< クラス B 情報 
技術装置です。この装置は、家庭環境で使用 
することを目的としていますび、この装置び 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使用 
されると、受信障害を引き起こずことびあり 
ます。取扱説明書に従って正しい取り扱いを 
してください。 


撮影内容の補償はでさません 

万一、カメラや記録メディアなどの不具合により 
撮影や再生びされなかった場合、画像や音声など 
の記録内容の補償については、ご容赦ください。 


JP 
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付属品を確認する 


万一、不足の場合はお買い上げ店にご相 
談< ださい。 

•バッテ U - チヤージヤー目 C-CS KA ( 1 ) 




• U チャージャブルバッテ U- パック 
NP-BKl(l) 




•専用 USB ケーブル (1) 


コ! r': 巧枯 


= 00 ] 


•専用 A/V ケーブル （1) 

qjjj. - ■ ，みレ！ 



U ストストラップ （1) 


•CD-ROM り） 

ーサイバーシヨットアプ IJ ケーシヨンソフト 
ウェア 

- r ヴイバーシヨットノ V ンドブック」 

- r ヴイバーシヨットステツプアッフガイド」 

•取扱説明書(本書）り） 

•保証書 (1) 


I リストストラップを使う 

本機にはあらかじめ U ストストラップ 
び付いています。 

落下防止のため、ストラップを取0付け、 
手を通してご使巧ください。 

■取付部 



準備する 













结 I {の名前を確認ずる 



回フラッシュ 
图マイク 

团 ON/OFF (電源)ボタン 
固 ON/OFF (電源)ランプ 


固セルフタイ7—ランプ 
团レンズ 
圓液晶画面 
回 MENU ボタン 

画撮影時： W / T (ズーム）ボタン 
再生時： CU 再生ズーム)ボタン/ 

因(インデックス）ボタン 

因]モードスイッチ 
画 DC IN 端テ 

• 本機を AC アダフター AC - LS 5 K 側売)に 
接続してもバッテ U —を充電できません。 
バッテリーの充電には、バッテ1」ーチャー 
ジャーをお使いください。 

圆 •^(USB) .A/VOUT 端モ 
岡 端子カバー 

圆 U ストストラップ取り付け部 

画撮影時：®(スマイル)ボタン 
再生時：面(削除)ボタン 

回コント□—ルボタン 

メニューオン時： ▲/▼/◄/►/♦ 

メニューオフ時： DiSP /0/ C 6 /i 
圃スピーカー 
画兰脚巧ネジ巧 

• ネジの長さび 5.5 mm 未満の云脚を使ラ。 
5.5 mmUtt の兰脚ではしっかり固定でさ 
ず、本機を傷つけることびあります。 

國バッテ U -/ ソモ U - スティック 
デュオ"カバー 
國バッテ U - 挿入 □ 

國取りはずしつまみ 
國"メモ u — スティックデュオ"挿入 □ 
國アクセスランプ 


準備する 


が 





























































バツテリーを巧電する 



2 


電源コードを繫ざ、壁 
のコンセントに取り付 
ける。 

• CHARGE ランプ消む後、そのまま 
約1時間充電を続けると、若干長く 
使える(満巧電)。 



CHARGE ランプ 
点な：充電中 
消打：充電終了 (実用充電） 


3 


充電び終わつた5、バッテリーとバッテリーチャー 
ジャーを取りはずす。 


I 巧電にかかる時間 


1 満充電 1 

1 実用巧電 1 

[ 約300分 1 

約240分 1 


ごミ主意 


•バッテリー（付属)を使い切ってから、温度25での環境下で充電したときの時間です。使用状況や環境 
によっては、長くかかります。 

• バッテ1」ーチャージャーを取り付けるとさは、お手近なコンセントをお使いください。 

• 充電び完了して CHARGE ランプび消えてち電源からは遮断されません。使用中、不具合び生じたとき 
はすぐにコンセントからフラグをおさ、電源を遮断してください。 

• 充電び終わったら、バッテ U - チャージ巾一をコンセントから抜き、バッテ U - をバッテリーチャー 
ジャーから取り出してください。 

• 必ずソニー製純正バッテ U - JW テ U - チヤージャーをお使いください。 


が 


準備する 




















I バッテリーの使用時間と撮影/再生枚数 



使用時間 

枚数 

静止画撮影 

約145分 

約290枚 

静止画再生 

約240分 

約4800枚 


測定ちまは CIPA 規格による。 

CCIPA :カメラ映像機器工業会 、 〔amera & Imaging Products Association ) 


•使用時間/枚数はカメラの設定によって異なる場合びあります。 


‘海外でを使えまず 

バッテリーチャージャー（付属）と AC アダプター AC - LS 5 K (別売)はを世界で使用できます 
( ACIOOV 〜 240 V 、50 Hz /60 Hz )。 ただし、地域によっては壁のコンセントの形状び異なるため、 
変換プラグアダプターび必要です。お出かけ前に、旅行代理店などで訪問先のコンセントの形状 
を確認し、必要に応じてご巧意ください。 

電モ式変圧器（トラベルコンバーター)は使用できません。故障の原因になります。 


コンセントお状例 

地域 

変換プラグアダプター 

0 0 

主に化米 

不要 

〇 G G 
〇 © 

主に3—□ッパ 

必、要 1 

料 



ごを意 


準備する 


P 















パツテ u —/" メモ u — ステイツクテュ 
才"刷売)を入れる 



2 


"メモ IJ ースティック 
デュオ"(別売)を入れ 
る。 

端モ面をレンズ側に向けて、カチッと 
いラまで押し込む。 



3 


バッテリーを入れる。 

バッテ U —の端で取りはずしつまみ 
を矢印の方向に押しなびら入れる。 



4 


力八一を閉じる C 



準備する 








I 使用できる"メモリー 
ステイ ツク" 

"メモリースティックデュオ" 


"メモ U —スティック PRO デュオ"、"メ 
モ U —スティック PRO-HG デュオ"わ 
使えます。 

記録でをる枚数/時間については、23、 
26ページをご覧ください。その他の" 
モ U —スティック"や、メモリーカード 
は使えません。 

"メモリースティック" 

本機では使用でをません。 

I "メモ U — スティックデュ 
才"を取 D 出ず 


アクセスランフ 



アクセスランプび消えている 
ことを確認して、"メモ1」ース 
テイックデュオ"を巧す。 


ごを意 


• アクセスランプ点打中は、"メモ U - ステ イッ 
クデュオ"/バッテ1」一を取り出さないでくだ 
さい。データび壊れることびあります。 


I " メモ U — スティックデュ 
才"を入れていないとをは 

本体に内蔵されているメモ U —（約 
1 2MB) に画儘び記録されます。 

ソモ U —スティックデュオ"にコピー 
する場含は、本機に"メモリースティッ 
クデュオ"を入れ、 MENU ボタン-苗 
(設定）一["メモ U- スティック"ツー 
ル]-^ [コピー]を選びます。 

I バッテリーを取日出ず 


取りはずしつまみ 



バッテ U —び落下しないよラ 
に注意する。 


準備する 

















I バッテリーの残量を確認ずる 

液晶画面左上に、バッテI」一残量を表す 
アイコンび表示されます。 

画画 画画画 


を なし 


ごを意 


• 正しい残量を表示するのに約1分かかります。 

• 使用状況や環境によっては、正しく表示されま 
せん。 

• 使用回数や経年蜜化により、バッテ U - 容量は 
低下します。使用できる時間び大幅に短くなっ 
た場合は、バッテ U —の寿命です。新しいをの 
をお買い上げください。 

• 電源を入れたまま3分間操作しないと、自動で 
電源が切れます(オートパワーオフ機能)。 





時計を合わせる 



2 コント□ールボタンの 
▲/ ▼で日付表巧幅を選 
び、中央の•を巧す。 



時計設定 

1年-月 

曰0| 

1月-日 

年1 

1日-月 

年1 

を) 09 H 1中 11101 它 0 IAM 


1実行 

1 


▲/▼/◄/ ►で数値を設定し、中央の•を巧す。 

• 真夜种ホ 12 田 OAM 、 正午は 12:00 PM となる。 


準備する 


が 
































4 误衍を選び、中央の•を巧す。 


ごミ主意 


•本機には画像に日付を挿入する機能はありません。 〔 D-ROM (付属)に収録されている rPMB 」 を使用 
ずると、日付を入れて保を/印刷できます。 

I 時計合わせをや日直ず 

MENU ボタンを押して、苗(設定)から[時計設定]を選びます (43 ページ)。 


準備する 


ジ 






1 


モードスイッチを 
6(静止画)にして、 
ON/OFF (電源)ボタ 
ンを巧す。 





動画を撮該する場台は、モードスイツ 
チをな(動画)にする (25 ページ)。 ON/OFF (電源)ボタン 



/— 


0. 

J 

♦ 

口- 

二 

T 

囚* 



モー ドスイ 

ツチ 


2 


脇を締めて構え、構図 
を決める。 

• w/r (ズーム）ボタンの T ボタンを 
押すとズームし、 W ボタンを押す 
と戻る。 


W/T (ズーム）ボタン 



3 


シャッターボタンを半 
巧しして、ピントを合 
わせる。 

ピントび合うと「ピピッ」という音び 
して♦び点なする。 

• ピントび合ラ最短距離はレンズ 
先端から W 側約 5 cm 、 T 側約 40 cm 。 


シャッターボタン 



4 


シャッターボタンを深 
く巧し込む。 

画像び撮該される。 



1が 


撮って、見る 











































見る 


1 モードスイッチを 
I 因(再生)にする。 

最後に撮った画儘び表をされる。 



I 次の画像/前の画像を選ぶ 

コント□ールボタンの►(次）/◄(前) 
で選ぶ。 



I 削除ずる 

①面(削除)ボタンを押す。 

( D コント□-ルボタンの ◄/ ►で[この 
画像]を選び中央の ♦ を押す。 



M (削除)ボタン 


I 撮影に戻る 

モードスイッチを6帰止励またはな風励にする。 


I 電源を切る 

ON/OFF (電源)ボタンを押す。 








































笑顔を巡びをず撮る(スマイルシャッター) 

1 モードスイッチを6簡止画）にずる。 

2 ® (スマイル）ボタンを巧ず。 


©(スマイル)ボタン 



3 笑顔を待つ。 

スマイルレベルびインジケーターの ◄ 
を超えると、自動で撮影される。ちラ 
一度©(スマイル)ボタンを押すと、ス 
マイルシャッターび終了する。 

• スマイルシャッター中にシャッター 
ボタンを押してち撮影でをる。撮影 
後はスマイルシャツターに戻る。 



顔検出枠 

スマイル検出感度インジケーター 


>(3‘検出されやずい笑顔のポイント 



の前髪び目にかからないようにする。 

‘⑤カメラに巧して正面を向き、なるベ 
く水平になるよラにする。目は細め 
にする。 

‘⑤□を開けてしっかり笑ラ。歯び見え 
ているほラび笑顔を横出しやすくな 
る。 


1が 


























顔にピントををねせて撮る(顔検出） 

カメラが人物の顔を判別して、顔にピントを合わせます。ピント合わせの優先対象を設 
定でさます。 


MENU ボタンを巧ず。 



MENU ボタン 


2 


コント□-ルボタンの ▲/▼/◄ 
/►で曲爛検出）一好みの 
モードー-中央の♦を巧ず。 


曲1。けート）：カメラまかせでピント合わせする顔を還ぶ。 
巧 i (切）：顔検出機能を使わない。 



撮影に便利な機能を使ラ 


が 


















近くのものをきれいに撮る(マクの 


虫や巧など、ルさいものを近くできれいに撮りたいときに使います。 


1 コント□—ルボタンのホ(マク 
□) を繰り返し巧して好みの 
モード ー ►中央の♦を巧ず。 

CTauto :違景から近接まで自動でピントを合わせる。 
通常はこのモードにする。 

近接する被写体を優先してピントを合わせる。 
近くのをのを撮る場合に使巧する。 



セルフタイマーを巧ラ 

1 コント□—ルボタンの公(セル 
フタイマー)を繰り返し巧して 
好みのモードー-中央の♦を 
巧ず。 

00 FF :セルフタイマーを使わない。 

坦0:10 秒をに撮霞。自分ち一緒に写 
0たいとをに使ラ。猫除ずるには右ラ 
一度&を巧ず。 

<£>2: 2枚をに撮該。シャッターボタンを押したとさのブレび軽減でさるため、手プレび起 
こりにくくなる。 

2 シャツターボタンを巧ず。 

セルフタイマーランプび点滅して「ピッピッピッ」と操作音び鳴り、撮夏び開始される。 
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フラッシュモードを選ぶ; 


1 コント□-ルボタンの 4 ( フ 
ラッシュ）を繰り返し巧して好 
みのモードー中巧の♦を巧す。 

が™:光量不足または逆光と明別したとさ発光。 
i ■■ 必ず発光する。 

わ L : 必ず発光ずる。暗い場巧ではシャッタースピードを遅くし、フラッシュび届かない背景 
石巧るく撮該。（ス□-シンク □) 

® :発光しない。 


ごを意 


• 連写時はフラッシュ撮影でさません。 


画面の表巧を巧える 


1 コント□ールボタンの DISP 
(画面表示)を繰り返し巧して 
好みのモードを選ぶ。 

画面表示オン： 画面を標準の明るさにして、情報を表お 
画面表示オン*: 画面を標準よりち明るくして、情報を表示 

ヒストグラム表示オン*: 画面を標準よりも明るくして、画面の明暗をグラフで表示 
画面表示オフ*: 画面を標準よりを明るくして、画儘のみを表示 
A バックライトび明るくなります。 


そ)‘ヒストグラム、明るさの設定について 

ヒストグラムは、画面の明るさをおすグラフです。グラフびち寄りな5明るめ、左寄りなら暗ゆの 
画像です。 

画面を明るくすると明るい屋外でも見やずくなりますび、バッテ U —の消費は早くなります。 




撮影に便利な機能を使ラ 










用透にをわせて画像のサイズを選ぶ 

画像サイズは写真を記録するとをの大ささのことです。 

画像サイズび大きいほど、大きな巧紙にも詳細にプ U ントでをます。ルさくすると、た 
<さん撮影でさます。画像の楽しみかたによって見たいサイズを選びます。 


1 MENU ボタンを巧ず。 



MENU ボタン 


3 コント□—ルボタンの ▲/▼/◄ 
ム /►で励(画像サイズ）^好み 
のサイズ ー^中巧の•を巧ず。 



静止画画像サイズ 


用途例 


撮影可能枚数 


プリント時 


B (4000 X 3000) 


A 3 ノビサイズまでの印刷 


励 (3264 X 2448) 


A 3 サイズまでの印刷 


励（ 2 巧 2 乂 1 9 44) 
励 （2048 X 15%) 
庶 A (640 X 480) 

损 (4000 X %72) 
掃 9+ (4000 X 2248) 


掃9 (1920 X 1080) 


A 4 サイズまでの印刷 
L /2 L 判までの印刷 
E メールに 添付 


写真の印画紙、ポストカード同 
输口 :2の縦横比で撮該 

八イビジョン対応テレビでの鑑 

尚 


かない 


金 

みない 

みない 


多し、 


精細 


m 


粗い 

精細 

精細 


粗い 


ごを意 


• 16:9で撮影した画働ま、プリント時に両端び切れることびあります。 
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I 記録巧能が数 


(単位：觀 


\容量 

サィ 

内蔵 

メモリー 

本機でフォーマットした"メモリースティックデュオ" 

約 12 MB 

256 MB 

512 MB 

1 GB 

2 GB 

4 GB 

8 GB 

16 GB 

12 M 

2 

4弓 

93 

197 

395 

790 

1600 

3200 

8 M 

3 

72 

140 

288 

580 

1170 

2350 

4700 

5 M 

4 

90 

170 

350 

710 

1420 

2900 

5850 

3 M 

7 

148 

293 

600 

1200 

2400 

4850 

弓800 

VGA 

60 

1200 

2360 

4800 

9650 

19300 

38600 

77200 

3:2(11 M ) 

2 

4弓 

93 

197 

395 

790 

1600 

3200 

1目:9(弓 M ) 

3 

66 

130 

262 

533 

1060 

2150 

4300 

16:9(2 M ) 

11 

230 

450 

900 

1800 

3700 

7500 

15000 


ごミ主意 


• 記録枚数は撮該状況および使用する記録;>< ディアによって異なる場合びあります。 

• 静止画の記録可能枚数び弓99弓枚より多いときは、 r >9 弓弓9」と表示されます。 

•他機で撮影した画像を再生すると、実際の画像サイスと異なって表示される場合びあります。 


撮影に便利な機能を使ラ 


% 

2 






















場面に合った撮影モードを巧ラ 
(シーン七レクシヨン） 


1 モードスイッチを6簡止画）にする。 

2 MENU ボタンを巧す。 


3 コント□-ルボタンの ▲/▼/◄ 
一 /►で C ■(カメラ）一-好みの 
シーンセレクション ー* •中巧 
の参を巧ず。 




I を搞感啟 ：暗いところ 
でち、フラッシュを使わず 
にプレを軽減しなびら撮影 
する。 



(夜景&人物）： 夜景の 
雰固気を損なわずに、手前 
の人物を隙立たせた画像を 
撮影する。 



J (夜景）： 暗い雰囲気を損 
なわずに、遠< の夜景を撮 
影する。 



ろう （ソフトスナップ）： 人 

物や花などを、やさしい雰 
囲気で撮影する。 



に(ビーチ）： 海や湖畔な 
どの場所で撮影するとさ、 
水の青さを鮮やかに記録す 
る。 



困(風景）： 遠景にピント 
を合わせ、青空や草木の色 
を鮮やかに撮影ずる。 



る(スノ ー） ： 雪景色などの^ 
画面全体び白<なるよラな . * 
シーンで雰囲気を損なわず 
に撮影する。 L - 


ごを意 


• モードによっては、フラッシュ発光できなくなります。 


2が 






























動画を撮る 


2 シャッターボタンを深押しして撮影を開始ずる。 


*3 もラー度シャッターボタンを深押しして終了ずる。 


I 動画を見る 

①モードスイッチを因煩生）にして、コント□-ルボタンの►(次）/◄(前)で見たい動 
画を選ぶ。 

@中央の•を巧す。 


コント □ー ルボタン 

再生中にでさること 

• 

一時停止 

► 

早送り 

◄ 

早戻し 

▼ 

音量調節画面表示。 ◄/ ►で音量調節。 



撮影に便利な機能を使ラ 


が 


























I 記録巧能時間 

政下の表は、動画ファイルを含計したときの最大記歸可能時間の目安です。画像サイズ 
は 320X240 となります。 


(単位：時：分；砂) 


\\ 容量 

サイズ\ 

內蔵 

メモリー 

本機でフォーマッ ト した"メモリースティックデュオ" 

約 12MB 

256MB 

512MB 

1GB 

2GB 

4GB 

8GB 

16GB 

320X240 

0:00:20 

0:10:10 

0:20:20 

0:41:20 

1:23:40 

2:45:00 

5:35:00 

11:18:00 


ごを意 


• 記録時間は撮影状況および使用する記録メディアによって異なる場合びあります。 

• 1つの動画ファイルは約 2 G 目で制限されます。連続記録中のファイルサイズび約 2 G 目になると、自動的 
に記録び止まります。 

• 動画は HD が応していません。 


2が 
















拡大して見る(再生ズーム) 


モードスイツチを 田 (再生） 
にして画像を再生し、 CU 再生 
ズーム)ボタンを巧ず。 

画儘中央を中わに、2倍に拡大される。 



2 


倍率や J 広大に置を調整ずる。 

q ボタン：倍率拡大 
ズームボタンの W 側：倍率縮ル 
コント□ールボタンのズー 
ム位置変更 



全体の中で現在表示されている部分 


素早 < 探す(一質表示) 


モードスイッチを田(再生） 
にして画像を再生し、 H (イン 
デックス)ボタンを巧す。 

• 因(インデックス）ボタンを6ラー度 
巧すと、さらに細かい一覧表の画面に 
なる。 



2 


コント□—ルボタンの ▲/▼/◄ 
/►で画像を選ぶ。 

• コント□ールボタン中央の♦を押す 
と、1枚再生に戻る。 



再生に便利な機能を使ラ 


が 

2 









































連続再生する(スライドシヨー) 


1 モードスイッチを 因 (再生）に 
して画像を再生し、 MENU ボ 
タンを巧ず。 



MENU ボタン 


2 


コント□-ルボタンの ▲/ ▼で 
巧(スライドシヨー)を還び、中 
巧の参を巧ず。 



Q ▲で[実巧]を還び、中央の♦を巧す。 

スライドショーび始まる。 

• スライドショーを終了するには、コント n —ルボタン中央の•を巧す。 


2が 



















削除する 


モー ドスイッチを 田 (再生）に 
して画像を再生し、面(削除)ボ 
タンを巧ず。 



2 


コント□-ルボタンの ◄/ ►で好 
みの設定を選ぶ。 

in (この画像）：見ている画像を削除する。 
ifii (画像還巧）：何めか還んで削除ずる。 

画像を還んで中央の♦を巧し、 MENU を巧して 
実行ずる。 

面 i (フォルダ内をて）：フォルダ巧ずベての画像を削除ずる。 



削除する 


が 

2 



















すべての画像を削除する(フオーマット) 


“メモ IJ - スティックデュオ’び本機に入っている場合はソモ U - スティックデュ 
才"のデータを、入っていない場合は内蔵メモ U - のデータをすべて削除します。 


1 MENU ボタンを巧ず。 



MENU ボタン 


つ コント□-ルボタンの▼でさ 
ム (設定)を還び、中央の♦を巧ず。 




つ ▲/ ▼で["メモリースティック"ツール]または[内蔵メモリーツール] 
— ^ ■ t フォーマット]-►中央の♦を巧ず。 

4 [実行]を還び、中巧の♦を巧ず。 


ごを意 


• フォー マツ トするとプ□テクトしてある画像ち含めて、すべてのデータび消去され、元に戻せません。 
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テレビで見る 


1 本機とテレビを専用 A / V ヶーブル(付属)でつなぐ。 




















プ u ントする 


PictBridge 対応プ IJ ンターをお持ちの場合は、しツ下の手順でプ U ントできます。 
はじめに本機とプ U ンターを USB 接続するために、本機を設定します。 


1 専用 USB ケーブル(付属)を使って、本機とプリンターを接続ずる。 

2 本機とプリンターの電源を入れる。 

接続び完了すると、画面にがマークび表おされる。 

3 MENU ボタンー-コント □- 
W ルボタンの ▲/ ▼で占(印刷）を 
選び中央の♦を巧ず。 


4 コント□-ルボタンの ▲/ ▼で好みのモードー-中央の•を巧ず。 

この画像：見ている画儘を印刷する。 

画像選択：コント□ールボタンの ◄/ ►で画像を選び、中央の♦を押す。 

希望の設定項目を還び、[実行]を還んで中巧の♦を巧ず。 

画儘びプ U ントされる。 


ごミ主意 


• プ U ンターに接続できなかった場合は、を馈風の [USB 接続]を [PictBridge] にしてください。 

‘お店でプ U ントずるには 

内蔵メモリー内の画傲は、直接カメラからプ U ントすることはできません。 

‘;><モ|」ースティックデュオ’にコピーしてプ U ントサービス店にお持ちください。 

コピー方法： MENU ボタンー-を觀風一["メモ U- スティック"ツール]—> ロピ ー] 一廣 
行] 

その他詳しくはフ U ントサービス店にご相談ください。 



MENU ボタン 


が 


















‘画像に日付を入れるには 

本機には画像に日付を挿入する機能はありません。フ U ント時に曰付び重なってしまラことを防 
ぐためです。 

お店でプリントずる： 

日付を挿入してプ U ントずるよラ依頼できます。詳しくはプ U ントサービス店にお問い合わせく 
ださい。 

自宅でプリントずる： 

PictBridge 対応プ U ンターに接続し、再生メニュー-脚刷]-►[日付]を[年月日]または[日時分] 
にします。 

PMB で画像に日付を挿入ずる： 

付属のソフトウエア rPMB 」 をパソコンにインストールして G 5 ページ)、画像に直接日付を挿入で 
きます。曰付挿入した画像をプ U ントすると、プ U ント設定によっては日付び重なってしまラ場合 
びあります。ごを意ください。 rPMB 」 について詳しくは、 rPMB ガイド」 （36 ベージ)をご覧ください。 




パソコンで巧ラ 

I rPMB (Picture Motion Browser りで楽しむ 

サイパ‘ーシヨットで撮影した画儘をよ D いっそうご活用いただくために、 CD-ROM (付 
属）には rPMB 」 び収録されています。 

下記の他にも、撮影した画像を楽しむ機能びあります。詳しくは、 rPMB ガイド」をご覧 
<ださい (36 ページ)。 


ノくソコン I 

画像を取り込む 



GPS 


GPS ユニット(別売) 
で撮影した画像の位 
置情報を簡単に地図 
上に表示できる 



カレンター 

画像をカレンダー上で見る 



ネットワーク巧刷 
サービス 

画像をネットワークヴービ 
スにアップドでさる 


日付を入れて巧刷 
でさる 


CD/DVD 

書き込み型 CD ドライ 
ブまたは DVD ドライ 
ブでデータディスク 
を作成できる 



本機に 

画像を書き出す 


"メモリースティックデュオ" 
に画像を書き出して見る 


ごを意 


34が •「 PM 目」は、 Macintosh には対応していません。 



























I 操作 1 : rPMBj (付属)をインストールずる 

下記の手順で、ソフトウエア(付属)をインス I -ールします。 
• コンピュータの管理者権限で n グオンしてください。 


1 パソコンの環境を確認ずる。 
rPMB 」 使用時の推奨環境 

0 S (工場出荷時にインス! -- ルされていること ）： Microsoft Windows XP * SP 3/ 
Windows Vista SP ] 

CPU : Intel Pentium H 500 MHzi な上 (Intel Pentium III 800 MHzULL を推奨） 
メモリ： 256 MB 政上 (512 MBU (上を推奨） 

A - ドディスク（インス I ル時にが要な容量）：約50日 MB 
ディスプレイ：1024 X 768 ドット政上 
ビデオメモリ： 32 MB 政上 C 64 MBUU : を推契） 

*64 bit 版は除をます。 

2 パソコンの電源を入れ、 CD - ROM 咐属)を CD - ROM ドライブに入 
^れ る。 

インス I -ール画面び表示される。 


[インストール]をクリツクずる。 

cyber-shot Application Software 

「言語の還が」画面び表示される。 


A 画面の指示に従ってインス!ルを進める。 


インストールを、パソコンか 5 CD - R 0 M を取り出ず。 



つないで楽しむ 


が 

3 











I 操作 2 : rPMBJ で画像をパソコンに取り込む 


1 巧分に巧電したバッテリーを本機に入れ、 ON/OFF (電源)ボタンを 
巧ず。 


2 本機とパソコンをつなぐ。 

本機の画面に r 接続中」と表示される。 



• 通信中は本機の画面にも y び表示されます。その間はパソコンの操作をしないでくださ 
し、。 _H6B- び表示されたら操作できます。 

ス [取り&み開始]をクリックする。 

その他詳しくは、 rpMB ガイド」をご覧ください。 


I 操作3 : rPMB ガイド J を見る 


デスクトップ上の 讓 ( PMB ガ 
イド）をダブルクリックずる。 

• スタート六ニューから起動するとを 
は、[スタート]--[すべてのプ□グ 
ラム」一 [Sony Picture Utility ] —► 
[ヘルプ]-^ [ PMB ガイド]の順にク 
U ックする。 



ごを意 


• カメラの動作中やアクセス中の画面び表示されている場合、カメラ本体か5専用 US 目ケーブルをはず 
したりしないで<ださい。データび壊れることびあります。 

• 残量のかないバッテ1」一を使用すると、データを転送でさなかった0、データび壊れることびあ0ま 
す。 AC アダプター（別売)のご使巧をおすすめします。 

3が 
































I TMadntoshJ で使う 

Macintosh に画像を取り込むことびできます。ただし、 「 PMB 」 は対応していません。 

パソコンの推奨環境 

本機とつなぐパソコンは、下記の推奨環境び必要です。 

画像を取り込む時の推奨環境 

0 S (工場出荷時にインス! -- ルされていること）： Mac 05 9.1/9.2 /Mac 05 X ( vlO.l 
〜 vlO .5) 

USB 端子：標準装備 


つないで楽しむ 


が 


操作音ををえる 

本機を操作したとさに鳴るブザーを設定します。 


1 MENU ボタンを巧す。 



MENU ボタン 


つ コント□-ルボタンの▼で苗 
ム (設定)を還び、中巧の♦を巧ず。 




) ▲/ ▼で[本体設定]を還び、[操作音]一中巧の♦を巧ず。 

4 ▲/ ▼で好みのモードを選び中巧の参を巧ず。 

シャッター：シャッターボタンを押したとをのみ、シャッター音び鳴る。 

入：コント□-ルボタン/シャッターボタンを押したときなどに、ブザー/シャッター音び 
鳴る。 

切：音は鳴5ない。 
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MENU にある機能を巧う 


撮影中-再生中に見えている画面に巧して使える機能を表示して、手軽に設定でさます。 
本機の画面には、それぞれのモードで設定でをる項目のみび表示されます。 

お買いあげ時の状態に戻すには、苗(設定）—[本体設定]—[設定 U セット]で戻せ 
ます。 


MENU ボタンを巧して、メ 
ニュー画面を表示ずる。 



2 


コント□-ルボタンの ▲/▼/◄/► 
で項目を還ぶ。再生時は、中央の 
♦を巧して巧定ずる。 



3 


MENU ボタンを巧して、メニュー画面を消ず。 


撮影時の MENU 



項目 

説明 

力六ラ 

カメラモードを設定する。 

(曲田才-卜撮影/ H プ□グラムオート撮影/ぶ0高感度/&ソ 
フトスナツプ / CT 風景/ シ 夜景+人物/ 

J 夜景/にビーチ/®スノー） 

画像サイズ 

画儘サイズを設定する。 

手ブレ補正 

手ブレ補正の種類を設定ずる。 

Wo 納讀社ォート） 

撮該モード 

連写を設定する。 

(回通常撮慕/圖達写） 

明るさ ( EV 補正） 

露出を手動調整する。 

(-2.0 EV 〜 +2 .日 EV ) 

ISO 

ISO 感度を設定する。 

けー ト / ISO 10 日〜に 0 320 0) 


カメラの設定を変える 


% 




























項目 

説明 

色合い（ホワイトバラン 
ス） 

撮影場所の光の状況に合わせて画儘の色合いを調藝する。 

( aU もオート/ミ於太陽光/ A 量天/讚1堂光灯1、誤2壁光む2、篇：3堂光 
灯3 A み r 電球/ろ WB フラッシュ） 

フ オー カス 

ピント合わせの方法を変更する。 

(曲マルチ AF / m 中央重点 AF /0.5 m /1.0 m /3.0 m /7.0 m /〇〇) 

測光モード 

画面のどの部分で光を測るか(測光)を設定する。 

(因マルチ/中央重点/因スポット） 

スマイル検出感度 

笑顔を検出する感度を設定する。 

(か 做 /か 中） /© CM )) 

顔検出 

顔検出機能を設定する。 

([ぶ m 才-卜 / お 切） 

フラッシュレベル 

フラッシュの発光量を調藝する。 

な _/ W 票準/ろ +) 

赤目軽減 

赤目軽減機能を設定する。 

(媒 才ート / Qn 入/巧 FF 切） 

カラーモード 

画儘の鮮やかさを変えたり、特殊効果を加えて撮影する。 
(|1^+標準/[1|セピア/|[应[?^モノトーン） 

苗嚴風 

本機の設定を変更する。 
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I 再生時の MENU 


項目 

説明 

巧■(スライドシヨー） 

効果をつけて画儘を連続再生する。 

口 (加工） 

画儘に特殊な加工をする。 

(歐トリミング/^赤目補岛 

(gf (マルチリサイズ） 

用途に合わせて画儘サイズを変更する。 

(がいイビジョン対応テレビ7(1わ甘グ /E メール） 

ゾ(プ□テクト） 

画像を誤って消さないように保護(プ□テクト)ずる。 

Cc もこの画儘 /C な!画像選択） 

DPOF 

"メモ U —スティックデュオ"の画像にプ U ント予約マークを付け 
る。 

( DP 唯この画儘卢 PDb 画像選択） 

占(印騰 

PictBridge 対応プ U ンターを接続して印刷する。 

fe 個転） 

静止画を左ちに回転する。 

己(再生フオルダ選択） 

再生したい画像の入っているフオルダを選択する。 

を馈風 

本機の設定を変更する。 













苗馈定)にある機能を巧う 

本機のお買いあげ時の設定を変更でをます。 


1 MENU ボタンを巧して、メ 
ニュー画面を表示する。 



MENU ボタン 


2 コント□-ルボタンの▼で苗(設 
ム 定)を還び、中央の♦を巧して巧 
定ずる。 



) ▲/▼/◄/ ►で項目を還び、中央の♦を巧す。 
4 MENU ボタンを巧して、設定画面を消す。 


カテゴリー 

項目 

説明 

本体設定 

操作音 

本機を操作したとさに鳴るブヴーを変更したり、 
消した0する。 

USB 接続 

パソコンまたは PictBridae 対応プ U ンターを専巧 
USB ケープルで接続するとさのモードを設定す 
る。 

ビデオ信号出力 

接続するビデオ機器のカラーテレビ方式に合わせ 
て設定する。 

設定リセット 

お買い上げ時の設定に戻ず。 

撮影設定 

グ IJ ッドライン 

グリツドラインを画面に表示するかどラかを設定 
する。 

デジタルズーム 

デジタルズームの設定をする。 

オートレビュー 

静止画撮影直後に、記録した画憬を約2秒間画面 
に表おする。 
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カテゴリー 

項目 

説明 

"メモリーステイツ 
ク"ツール 

フオー マット 

"メモ U —スティックデュオ"をフォーマット(初 
期化)する。 

記録フオルダ作成 

"メモ U - スティックデュオ"の中に新しいフォ 
ルダを作成する。 

記録フオルダ変更 

画儘を記録するフォルダを変更する。 

コピー 

内蔵メモ1」一に記録した画像を、"メモ1」ース 
ティックデュオ"に一括コピーする。 

内蔵メモリーツール 

フオー マット 

内蔵メモ1」一をフォーマット(初期化）します。 

時計設定 

時計設定 

時計、日付の設定をする。 

表示言語 

表爪言洁 

本機は日本語のみに対応しています。その他の言 
語には変更でをません。 


カメラの設定を変える 


が 




画面に表示をれるアイコンー覽 


画面には、カメラの状態を表すアイコンび出ます。コント□ールボタンの DISP (画面 
表示)で、液晶画面の表示び切 D 換わります (2 1ページ)。 


静止画撮影時 


の 



動画撮影時 



再生時 


威 /V 


O"DP0F 

QhX2.0 


Pi 




12/12 货 

囚な ) A 

旧 0400 
+2.0EV 
500 口 .5 








J 101-0012 

2009 

1 9:30 AM 

1 •サイセイ 

ィ ► モドル/ツギへ 

▼ オン U ヨウ 




画 

バッテ 1 」 一 残量 

麵 

バッテリープ1」エンド 

(^ui 

励庶 A 损 
麻 + 麻 
協 0 

画像サイズ 

ISO W 团 

J に® 

P 

力六ラモード（シーンセレ 
クシヨン） 

カメラモード（プ□グラム 
オー ト撮影） 

、、乂 A 。り,'■り。 

木而 1 縣 2 

色合い(ホワイトバランス） 

圈 

連写モード 

回囚 

測光モード 

[ジ 

顔検出 


手ブレ補正 

Hi 

な 

手ブレ警告 

[6 

>] 

◄ 

スマイル検出感度インジ 
ケーター 

X1.4Ax2.0 

sQpQ 

ズーム 

慰恥 

カラーモード 

が 

PictBridge 接続 

On 

プ□テクト 

D 阳 F 

プ1」ント予約 

VOLiiiiiiii 

立旦 

曰至 

c ||> 

PictBildae 接続中 
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な0 02 

セルフタイマー 

+ 

スポット測光照準 

- - 

AF 測距枠 

► 

再生 


再生 バー 


ヒストグラム 
• 表示不能のときは回び表 
おされます。 


• 

AE/AF □ック 

録画 

スタンバイ 

動画撮影/スタンバイ 

IS0400 

ISO 感度 

125 

シャッタースピード 

F3.5 

絞り値 

+2.0EV 

明るさ(露出補正） 

0:12 

記録時間(分：砂） 

曲 田 

AF 測距枠表示 

1.0m 

セ S マニュアル値 

ホ 

マクロ 

00:00:12 

カウンター 

101-0012 

フオルダ-ファイル番号 

200911 

9:30 AM 

画像の記録曰時 

♦テイシ 
♦サイセイ 

再生時の操作ガイド 

◄ ►モドル/ 
ツギへ 

前後の画像を表お 

▼オンリヨウ 

音量調節 


咖 

記録フォルダ 

12 

記録可能枚数 

0® 

記録/再生メディア 
("><モ11-スティック 
デュオ’、内蔵メモ1」一） 

00:00:15 

記録可能時間 

<§> 

ホ目軽減 

パ SL 藻） 

フラッシュモード 

田 

フラッシュ充電中 

跡 

再生フォルダ 

12/12 

画像番号/再生フォルダ内 
画像枚数 

田田巧 

フォルダ移動 

回 因 

測光モード 

AWB ミ於 A 

品 1 品 2 品。 -みろ 

が 6 

ホワイトバランス 

IS0400 

ISO 感度 

+2.0EV 

露出補正値 

500 

シャッタースピード 

F3.5 

絞り値 


その他 
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团 


回 


团 






もっと詳しく知りたい(サイパーシヨット八ンド 
ブック） 

r サイバーショット八ンドブック」は、 CD-ROM (付属）に収録されています。さらに 
詳しい説明を知りたいときに、ご覧ください。 

• 「サイバーショット八ンドブック」を見るには 、 Adobe Reader び必要です。インター 
ネッ 卜から無慎でダウン□ー ドできます。 
http :// www . adobe . co.jp 

I Windows をお使いの場合 


1 パソコンの電源を入れ、 CD - ROM 咐属）を CD - ROM ドライブに入 
れる。 


2 「サイパ‘ーショット A ンドブッ 
ム ク」をクリックずる。 

本機をよりよく使ラためにアクセサ 
U 一のおかをしている「サイバー 
ショットステップアップガイド」わ同 
時にインス!ルされる。 



Q デスクトップ上のシヨートカツトか5起動ずる。 


I Macintosh をお使いの場合 

1 パソコンの電源を入れ、 CD - ROM 咐属）を CD - ROM ドライブに入 
れる。 

つ [ Handbook ] - [ JP ] の順に還び、 [ JP ] フォルダ内の" Handbook . 
ム pdf ’ をパソコンにコピーする。 

) コピーび完了した S 、" Handbook . pdf ’ をダブルクリックずる。 
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故障かな？と思った 6 


困ったときは、下記の流れに従ってください。 



•内蔵メモリーを搭載した機種の修理において、不具合症状の発生/改善の確認のため 
にお要最小限の節囲でデータを確認させていただく場含びあります。 

ただし、それ5のデータをソニー側で複製/保存ずることはありません。あ6かじめ 
ご了承ください。 


バッテリー-電源 


本機にバッテリーを入れ 5 れない。 

•バッテリー取りはずしつまみを押しなびら、正しい向きに入れてくださいり1ページ)。 

電源び入らない。 

• 本機にバッテ U —を取り付けた後、電源び入るまでに時間びかかることびあります。 
•バッテリーび正しく取り付けられているか醒認してくださいり1ぺージ)。 
•バッテリーび消耗しています。充電されたバッテ IJ 一を取り付けてください (9 ページ)。 
•バッテ U —の寿命です。新しいバッテ U —と交換してください。 

•推奨バッテ U —をお使いください。 


電源び切れる。 

• 本機やバッテ U —の温度によっては、力分ラをイ呆護するために、自動的に電源び切れるこ 
とびありまず。この場合は、電源び切れる前に画面にメッセージび表示されます。 

• 操作しない状態び3分政上続くと、バッテリーの消耗を防ぐため、自動的に電源び切れま 
す。電源を入れ直してください （14 ページ)。 

•バッテリーの寿命です。新しいバッテリーと交換してください。 


その他 


P 

4 



















バッテリーの残 量 表示が正しくない。 

• 切下の場合はノくッテ U -消費び早くなり、残量は表示よりもみなくなります。 

一 温度び極端に高い、または低いところで使用している。 

-フラッシュ、ズームを多巧している。 

一 電源の入 • 切を繰り返している。 

一 DISP (画面表示)設定で画面を明るくしている。 

•バッテ U —び消耗していまず。充電されたバッテ U —を取り付けてください (9 ページ)。 
•バッテ U —の寿命です。新しいバッテ U —と交換してください。 

バッテリーを本体に入れた状態で充電でをない。 

• AC アダプター（別売)を使っての充電はでさません。バッテ1」ーチャージャー（付属)を 
使って充電してください。 

バッテリー巧電中、 CHARGE ランプが点滅する。 

•バッテ U —を取りはずし、ちラー度同じバッテ U —を確実に取り付ける。 

•充電に適した温度範囲 （10 む〜30で）で充電してください。 


撮該 


撮影できない。 

• 内蔵メモ I 」一または"メモ U —スティックデュオ"の空き容量を醒認してください 
(23、26ページ)。いっぱいのとをは、下記のいずれかを行ってください。 

一 不要な画像を削除して < ださい (2 弓ページ)。 

-"メモ U - スティックデュオ"を交換してください。 

• フラッシュ充電中は撮影でさません。 

• 静止画撮該時は、モードスイッチを〇(静止画)にしてください。 

• 動画撮慕時は、モードスイツチを口(動画)にしてください。 


明るい被写体を写ずと、白や黒、ホ、紫などの縦線び出たり、画面全体が赤みがかったよう 
な画像になる。 

• ス S アといラ現象です。故障ではありません。 


再生 


再生できない。 

•モードスイッチを田谓生）にしてください （17 ぺージ)。 

•パソコンでフオルダ/ファイルの名前を変更したためです。 

•パソコンで画儘を加工したファイルや他機で撮貢ミした画儘は、本機での再生はイ呆証いたし 
ません。 

• USB モードになっています。 USB 接続を終了してください。 
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使用上のごを意 


使用/保管してはいけない場所 

• 異常に高温、低温、または多湿になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は特 
に高温になり、放置すると蜜あしたり、故障し 
た0することびおります。 

• 直射日光の当たる場所、熱器具の近く 
変色したり、変おしたり、故障したりすること 
びあ0ます。 

•激しい振動のある場戸斤 
• 強力な磁気のある場巧 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりの多い場戸斤 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所な 
どでは、砂びかからないよラにしてください。 
故障の原因になるばかりか、修理でをなくなる 
ことをあります。 

持ち運びについて 

ズボンやスカートの後ろポケットに本機を入れ 
たまま、椅モなどに座らないでください。故障や 
破損の原因にな0ます。 

お手入れについて 

液晶画面ををれいにする 

液晶画面に指紋やゴミび付いてちれたとさは、液 
晶クリーニングキット(別売)を使ってされいに 
することをおすすめします。 

レンズをされいにずる 

レンズに指紋やゴ S び付いて巧れたとさは、柔ら 
かい布などを使ってきれいにすることをおすす 
めします。 

表面ををれいにずる 

水やめるま湯をかし含ませた柔らかい布で軽く 
拭いたあと、か5ぶきします。本機の表面び蜜質 
した0塗装びはげたりずることがあるので、技下 
はご使用にならないでください。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化学ぞラさ 
ん、虫除け、曰焼け止ゆ、殺虫剤のよラな化学襄 
品類 

• 上記び手についたまま本機を扱ラこと 
• ゴムやビニール製品との長時間の接触 


結露について 

結露とは、本機を寒し、場所から急に睛かし)場所へ 
持ち込んだときなどに、本機の内部やが部に水滴 
が付くことです。この状態でお使いになると、故 
障の原因になります。 

結露び起さたときは 

電源を切って結露びなくなるまで約1時間放置 
し、結露びなくなってからご使用くださし特に 
レンズの内側に付いた結露び残ったまま撮影す 
ると、されいな画綠を記録できませんのでごを意 
<ださい。 

内蔵の巧電式/いックアップ電池につい 
て 

本機は日時や各種の設定を電源の入/切に関係な 
く保持するために充電式電池を内蔵しています。 
充電式電池は本機を使用している限0常に充電 
されていますび、使ラ時間び短いと徐々に放電し 
] か月程度まったく使わないと完全に放電して 
しまいます。充電してから使用してください。 
ただし、充電式電池び充電されていない場合で 
を、曰時を記録しないのでおれば本機を使ラこと 
びでさます。 

内蔵の充電式/ くックアップ電地の充電方法 

本機に充電された y (ッテリーを入れて、電源を切っ 
たまま24時間じ(上放置する。 

"メモリースティックデュオ"を廃棄/ 
譲渡ずるとさのご注意 

本機やパソコンの機能による r フォーマッりや 
r 削除」では、"メモ U —スティックデュオ"内の 
データは完全には消去されないことびあります。 
"；><モ|」ースティックデュオ"を譲渡するとさ 
は、パソコンのデータ消去専巧ソフトなどを使っ 
てデータを完全に消去することをおずすめしま 
ず。また、"方モ U —スティックデュオ"を廃棄 
ずるときは、"；><モリースティックデュオ"本体 
を物理的に破壊することをおすすめします。 


動作温度にごま意ください 

本機の動作温度は約0む〜40ごです。動作温度 
範囲を越える極端に寒い場所や暑い攝所での撮 
影はおすすめでさません。 


その他 
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まをのために 

lASaAA 

义災 感電 


2ページをあわせてお読み < ださい。 

下記のを意事項を守らないと、义災、大けがや死じに 
いたる危害び発生することびあ0ます。 


分辭や改造をしない 

乂がや感電の原因となります。内部点 
検や修理はソニーのネ目談窓□にご巧頼 
<ださい。 


分解禁止 


内部に水や異物(金属類や燃えや 
すい物など)を入れない 

火が、感電の原因とな0ます。万一、水や 
異物び入ったときは、ずぐに電源を切り、 
電池を取 D 出してくださレ。 AC アダプ 
ターやバッテ|」ーチャージャーなどちコ 
ンセントからおいて、 ソニーの 相談窓 □ 
にご相談ください。 


0 

禁止 


運転中に使用しない 

自動車、オートバイなどの運転をしな 
びら、撮影、再生をしたり、液晶画面を 
見ることは絶対おやめください。巧通 
事故の原因となります。 


0 


撮影時は周囲の状況にま意をは 
らラ 

周囲の状況を巧握しないまま、撮影を 
巧わないでください。事故やけびなど 
の原因となります。 


0 

禁止 


指定 LU がの電池、 AC アダプター 、 iTN 
バツテリーチヤージヤーを使わ 
ない 禁止 

乂がやけびの原因となることびありま 
す。 


電池やシヨルダーべルト、スト 
ラップを正しく取り付ける 


正しく取り付けないと、落下によりけ 
びの原因となることびあ0ます。 

また、ベルトやストラップに傷びない 
か使用前に確認して < ださい。 


〇 


電源コードを傷つけない 

熱器具に近づけたり、加熱したり、加工 
した D ずると火災や感電の原因とな D 
ます。また、電源コードを抜くときは、 
コードに損傷を与えないよラにがずプ 
ラグを持って巧いて < ださい。 


0 

禁止 


可燃性/爆発性ガスのある場所で 
フラッシュを使巧しない 


0 

禁止 


フラッシュ、 AF イルミネーターなどの撮 
影 補助光を至近距離で人に向けない 

• 至近距離で使用ずると視力障害を起 
こず可能性びあります。特に乳幼お 
を撮影ずると舌は、 Im け上はなれて 
<ださし'1。 

• 運転ちに向かって使用ずると、目び 
<日み、事故を起こず原因となりま 
す。 


0 

禁止 


機器本体や付属品、記録メディア 
は乳幼児の手の届 < 場所に置か V . V 

ない 禁止 

電池などの付属品や、"メモ|」ース 
テイック"などを飲みこむおそれびあ 
ります。乳幼おの手の届かない屬所に 
置さ、お子様びさわらめようご注意く 
ださい。万一飲みこんだ場合は、直ち 
に医師にネ目談してください。 
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I 人ミ主章 I 下記のを意事項を守らなし化、けびや財菌こ損害を 


乂が 感電 


ちえることびあります。 


水滴のかかる場所など湿気のを 
い場所やほこり、油煙、湯気のを 
い場所では使わない 

火がや感電の原因になることびあ0 
ます。 

めれた手で使巧しない 

感電の原因になることがあ0ます。 

不を定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた巧に置い 
たり、不安定な状態で兰脚を設置する 
と、製品び落ちたり倒れたりして、け 
びの原因となることびあ0ます。 

コード類は正しく配置ずる 

電源コードやバソコン接続ケープル、 
A / V 接続ケープルなどは、足に引っ掛 
けると製品の落下や転倒などにぶ D 
けびの原因となることびあるため、充 
巧注意して接続 • 配置してください。 

通電中の AC アダプター、バッ 
テリーチャージャー、巧電中の 
電地や製品に長時間ふれない 

長時間皮膚び軸れたままになってい 
ると、抵温やけどの原因となることが 
あ0ます。 

使用中は機器を巧で覆ったりし 
ない 

熱びこちってケースび変形したり、火 
が、感電の原因となることびあります。 


0 

禁止 


めれ手禁止 

0 

禁止 

〇 

指示 

0 

禁止 


0 

禁止 


處 


長期間使用しないときは、電源 
をはずす 

長期間使用しないときは、電源プラグ フ。ラグをコン 
をコンセントからはずしたり、電池を セントから抜く 
本体からはずして保管して < ださい。 

火災の原因となることびあ0ます。 


フラッシュの発光部を手でさね 
5なし、 

フラッシュ凳光部を手で覆ったまま 
葬光しなレで<ださし、発光後ち発 
光部に手を触れなレで< ださし、や 
けどの原因となりまず。 

レンズやお晶画面に衝撃を与え 
なし、 

レンズや液晶画面はガラス製のため、 
強い衝擊を与えると割れて、けがの原 
因となることびありまず。 

電池や付属品、記録メディア、ア 
クセサリーなどを取りはずずと 
をは、手をそえる 

電池や’’メモリースティック’などび 
飛び出ずことびあり、けがの原因とな 
ることびあ D ます。 


0 

禁止 


Q 

禁止 

〇 

指示 
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[ A ^ 電池についての 
巧を上のごを意とお願い 


漏液、発熱、発火、破裂、誤飲に よる大けび や 
やけど、 火災などを避けるため、下記のミ主意事項 
をよくお読みください。 


12^ を険 I 0 

• 乾電池型充電式電池•パ‘ッテ1」一 禁止 
パックは指定されたバッテ U — 

チャージャーな外で充電しない。 

• 電池を分觸しない、火の中へ入れ 
ない、電モレンジやオーブンで加 
熱しない。 

• 電池を火のそばや炎天下、高温に 
なった車の中などに放置しなし、。 

このよラな場所で充電しない。 

• 電池をコインやヘアーピンなどの 
金属類と一緒に携帯、保管しない。 

• 電池を水 • 海水 • 牛乳 • 清涼飲料水- 
石験水などの液体でめらさなし、。 

めれた電池を充電した0、使用し 
たりしない。 

A 警告 I 0 

• 電池をノ \ンマーなどでたたいた ^と 

り、踏みつけたり、落下させたりす 
るなどの衝撃や力を与えない。 

• バッテ U —バックび変あ-破損し 
た場合は使用しない。 

• アルカ U 電池/ニッケルマンガン電 
池は充電しない。 

• 外装シールをはがした0、傷つけ 
たりしない。外装シールの一部ま 
たは、すべてをはびしてある電池 
や破れのある電池は絶巧に使用し 
ない。 


IA ミ主意1 

〇 

•電池は、+、-を確かめ、正しく入 

指示 

れる。 

• 電池を使い切ったとさや、長期間 

Q 

使用しない場合は機器から取り出 

禁止 


してお<。 


お願い 


U チウムイオン電池は U サイクルでをます。不要 
になった1」チウムイオン電池は、金属部にセ□八 
ンテープなどの絶緑テープを貼って U サイクル 
協力店へお持ち下さい。 

镑 

Li-ion 

IJ チウムイオン電池 

充電式電池の回収■リサイクルおよびリサイクル 
協力店については、有限責任中間法人」 BRC ホー 
ムぺージ 

http://www.jbrcnet/hp/contents/index.hl:ml 
を参照して下さい。 
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巧証書とアフターサービス 


記録の客の補償はでさません 

万一、デジタルスチルカメラや"メモ I 」ース 
ティックデュオ’などの不具合などにより記録 
や再生されなかった場合、記録内容の補償につい 
ては、ご容赦ください。 

保証書は国のに限5れていまず 

このデジタルスチルカ;><ラは国内仕様です。外 
国で万一、事故、不具合び生じた場合の現地での 
アフターサービス およびその費用については、ご 
容赦 < ださい。 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、 
お買い上げの際お買い上げ店でお受け取りく 
ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
上、大切に保巧してください。 

アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

"故障かな？と思ったら"の項を参考にして故障 
かどラかお調べください。それでを具合の悪い 
とさはソニーの相談窓□にご相談<ださい(裏表 
紙)。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
をます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望に 
より有料修理させていただをます。 

部品の交換について 

この商品は修理の際、交換した部品を再生、再利 
用する場合びあ0ます。その際、交換した部品は 
回収させていただをます。 

卽品の保有期間について 

当社はデジタルスチルカメラの補修用性能部品 
(製品の機能を維持ずるために必要な部品)を製 
造巧ち切り後5年間保有しています。この部品な 
有期間び経過したあとも、故障箇所によっては修 
理可能の場合びありますので、ソニーの相談窓 □ 
にご相談ください慮表紙)。 


修理をお受けになる刖に 

内蔵メモ U —のバックアップをお取りくださし、。 
修理によってデータび消去または変更された場 
合、記録内容の保障についてはご容赦ください。 


その他 





主な仕樣 


本体 

[システム] 

撮像素テ： 7.79 mm (1/2.3 型）カラー CCD 原色フィ 
ルター 

総画素数：約1240万画素 
カメラ有効画素数：約12…万画素 
レンズ： 3倍ブームレンズ f =6.2 mm 〜 18.6 mm 
(35 mm 〜105 mm (35 mm フィルム換算 
値)）、 F 3.1( W ) 〜 5.6 ( T ) 

露出制御：自動、シーンセレクション (7 モード） 
ホワイトノ くランス：オート、太陽光、曇天、壁光灯し 
2、3、電球、フラッシュ 
連続撮影間隔：約1秒 
記録方式： 

静止画 ： JPEG (DCF Ver . 2.0、 ExifVer . 2.21 、 
MPF Baseline ) 準拠、 DPOF 对応 
動画 ： AVI (Motion JPEG ) 

記録メディア：内蔵メモ U — 約 12 MB 、 "メモリース 
ティックデュオ" 

フラッシュ：撮影範囲り SO 感度雕奨露光指数)び 
オートのとを） 

約 0.5 m 〜 3.0 m ( W )/ 約0.5 m 〜 1.5 m ( T ) 

[入出力端子] 

•^( USB )* A / V 0 UT 端子 
映像出力 

音声出力(モノラル） 

USB 通信 

US 目通信： Hi-Speed USB (USB 2.日準拠） 

[お晶画面] 

液晶バネル：日.7 cm (2.7 型)、 TFT 駆勘 
総ドット数： 230 400 (960 X 240) ドット 


[電源•その他] 

電源： U チャージャブルバッテ U - パック 
NP - BKK 3.6 V 

AC アダプター AC - LS 5 (別売)、 4.2 V 
消費電力(撮影時）： 1.2 W 
動作温度： 0 む〜 40 で 
イ呆存温度： 一2 日で〜+日日 ご 
列■あ寸法： 93.4 X 54.5 X 1 8.7 mm (幅 X 高さ x 奥行 
さ、突起部を除 <) 

本体質量(パッテ U — NP - BKl 、 ‘メモリースティッ 
クデュオ’を含む）：約 140 g 
マイク□ホン：モノラル 
スビーカー: モノラル 
Exif Print : 対応 

PRINT Image Ma に hing III :対応 
P は Bridge :対応 

バッテリーチャージャー BC-CSKA 

定格入力 ： AC 1 日日 V 〜 240 V . 50 Hz /60 Hz . 2.3 W 

定格出力： DC 4.2 V 、0.30 A 

動作温度： 0 で〜 40 で 

保存温度： 一20 1： 〜+60で 

外形寸法：約 62 X 24 X 91 mm (幅 X 高さ X 奥行を） 

本体質量：約70 g 

リチャージャブルバッテリーパック 
NP - BK 1 

使巧電池：1」チウムイオン蓄電池 
最大電圧： DC 4.2 V 
公称電圧 ： DC 3.6 V 
容量： 3.4 Wh (970 mAh ) 

本機や付属品の仕様および外観は、改良のため予告 
なく変更することびありますび、ご了承ください。 
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商標について 

• LU 下はソニー株式を社の商標です。 
Cyber-shot, "サイバーショット ’’、 ‘Memory 
Stick "、 ■メモ U —スティック "、 "Memory 
StickPRO \ "メモリースティック PRO "、 

Mem 日 ry5ti[kPRD 、 "Memory Stick Duo ’、 ソモ 
1」ースティックデュオ’、 Memory Stick Duo^ 
"Memory Stick PRO Duo ’、 "メモ U — スティック 
PRO デュオ’’、 Memory Stick PRO Du 口、 

"Memory Stick PRO-HG Duo ’、 ソモ U — ス 
ティック PR 日- HG デュオ’’、 
MemdryStkkPRD-HGDud^ ソモリースティック 
マイクロ’、 ‘ MagicGate ’、 ‘マジックゲート"、 

Mag に Gate 

• Microsoft 、 Windows 、 DirectX、Windows Vista 
は、米国 Microsoft Corporation の米国およびそ 
の他の国における登録商標または商標です。 

• Macintosh、Mac OS は Apple Inc の登録商標ま 
たは商標です。 

• Intel 、 MMX . Pentium は Intel Corporation の登 
録商標または商標です。 

• Adobe 、 Reader は 、 Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社)の米国ならび 
に他の国における登録商標または商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、製品名 
は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは商 
標です。なお、本文中には™、®マークは明記してい 
ません。 



■因つたとをは(サポートのご案内) 


ホームページで調べる 

サイバー シヨッ トの最新ヴポート情報 
(製品に関する Q & A 、 パソコンとの接続方法など） 
http://www.sonv.cojD/cybe 卜 shot/support/ 

サイパーシヨ ッ トオフィシャル WEB サイト 
http://www.sonv.co.jD/cybe 卜 shot/ 

サイバーシヨットの最新情報、撮影テクニック、アクセサ U —などに関する情報 
を掲載しています。英語の取扱説明書のダウン□ー ドもできます。 

(Englisn manual download service is available .) 

"メモリーステ ィッ ク"対応表 
使用可能な"メモ U —スティック"を確認でさます。 

また、その他の"メモ U - スティック"に関する情報も確認できます。 

http://www.sonv.co.jD/mstaiou/ 

付属ソフトウエアのサボート情報 
http://www.sonv.coj d/su pport-d isoft/ 



電話で問い合わせる（ソニーの相談窓口） 



♦ 使い方相談窓口 

フリーダイヤル . 0120 -333-020 

携帯 • PHS • —部の I P 電話 . 0466 -31-2511 


上記番号へ接続後、最初のガイダンスが流れている間に「401」+「#」を押して 
ください。直接、担当窓□へおつなざします。 



♦ 修埋相談窓 □ 

フリーダイヤル . 0120 -222-330 

携帯 - PHS • -部の IP 電話 .0466-31 -2531 


上記番号へ接続後、最初のガイダンスび流れている間に「401」+「#」を押して 
ください。直接、担当窓□へおつなざします。 


ホームぺージ http://www.sony.co.jp/di-repair/ 

FAX (共通）:01 20-333-38 弓 

受付時間:月〜金9:00〜20:00 ±•日•祝日9:00〜17:00 


■カスタマー登録のご案内 



カスタマー登録していただくと、を/こぃ便利な各種サポートび受けられます。 
詳しくは、同捆のチラシ「カスタマー登録のご案内」または WE 目サイトをご覧く 
ださい。 

http://www.sony.co.jp/di-usbregi/ 


カスタマー登録の特典については下言己の URL をご覧くださし、 

http://www.sony.co.ip/ai-tokuten/ 


ソニー株式会社 干 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 http :// www . sony . co . jp / 

この説明書は、ち紙 7 日％ L 义の巧生紙と、 V 0 C (揮発性 
有機化合物)ゼ□植物ミ由型インキを使用しています。 

Printed in China 
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